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定
例
会
初
日
に
林
副
議
長
の

辞
職
に
伴
う
選
挙
を
行
い
、
白

﨑
貴
之
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
と

各
常
任
委
員
会
の
委
員
を
改
選

し
ま
し
た
。

　

４
日
目
に
は
、
大
野
・
勝
山

地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

議
員
の
補
欠
選
挙
で
、
葊
瀬
浩

司
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
予
算
議
案
を
活
発

に
議
論
す
る
た
め
、
新
た
に
予

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。

会　計　名 予　算　額 対前年度
増減率，％

一 般 会 計 213億8000万円 12.2

特 別 会 計 81億4015万円 △3.8

企 業 会 計 28億8673万円 27.7

総　　　計 324億688万円 8.9

議会運営
委員会

常任委員会 特別委員会

総文厚生 くらし産業 中部縦貫自動車道
等交通対策

こども政策・
公共施設等改革 予算

◎山崎　利昭

〇帰山　寿章

　木戸屋八代実

　林　　順和

　伊東由起恵

◎葊瀬　浩司

〇岸本　一敏

　帰山　寿章

　木戸屋八代実

　野村　勝人

　髙田　育昌

　堀田　昭一

　髙岡　和行

◎猪嶋　清文

〇伊東由起恵

　笹山　晃一

　白﨑　貴之

　林　　順和

　山崎　利昭

　葊田　憲徳

　梅林　厚子

◎林　　順和

〇岸本　一敏

　帰山　寿章

　山崎　利昭

　髙田　育昌

　梅林　厚子

　髙岡　和行

◎伊東由起恵

〇笹山　晃一

　猪嶋　清文

　白﨑　貴之

　木戸屋八代実

　葊瀬　浩司

　野村　勝人

　

◎山崎　利昭
○林　　順和
　笹山　晃一
　帰山　寿章
　猪嶋　清文
　岸本　一敏
　白﨑　貴之
　木戸屋八代実
　葊瀬　浩司
　伊東由起恵
　野村　勝人
　髙田　育昌
　葊田　憲徳
　梅林　厚子
　髙岡　和行

令和６年度各会計予算決まる

※特別会計は、国民健康保険事業や介護保険事業など
５会計の合計額。企業会計は水道事業、簡易水道事業、
下水道事業の３会計の合計額

市税 17.3％ 

繰入金
6.2％ 

諸収入
2.7％ 

その他
2.1％ 

譲与税・交付金
6.4％ 地方交付税

28.3％ 

国・県支出金
21.1％ 

市債 15.9％ 

議会費 0.8％

総務費
15.7％

民生費
24.0％

衛生費 13.5％労働費 0.6％
農林水産業費
6.3％

商工費 5.7％
土木費 8.2％

消防費 3.3％

教育費 15.6％

災害復旧費 
0.0％

公債費
6.2％

予備費 0.1％

歳入

歳出（目的別）

　第六次大野市総合計画前期基本計画の4年目を迎えます。　
　2030年の将来像「人がつながり 地域がつながる 住み続け
たい結のまち」を実現するため、各種施策を着実に前進させ
ます。
　高速交通網の延伸を生かし、稼ぐ力を促進するため、地域
経済を活性化させるための施策を一層進めていきます。
　また、「こどもまんなか応援サポーター」宣言に沿った子ど
もや若者を地域全体で支えるまちづくり、各分野における人
づくりと人材確保、市民の安全・安心・快適な暮らしの確保、
カーボンニュートラルの達成に向けた取り組み、行財政運営
の最適化の推進を重点施策として展開します。
　なお、昭和29年７月１日に２町６村が合併して市制を施行
し市制施行70周年を迎えることから、記念式典を開催します。

自主財源
依存財源

３月
定例会の概要

◎が委員長、〇が副委員長

有権者が政治家に寄付を求めることは禁止されています。

　

第
４
３
８
回
定
例
市
議
会
が
２
月
26
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で

の
29
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の
各
会
計
予
算
案
、
令

和
５
年
度
各
会
計
補
正
予
算
案
、
条
例
の
制
定
・
改
正
・
廃
止
、

人
事
案
件
な
ど
の
全
42
議
案
の
ほ
か
、
12
月
定
例
会
か
ら
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
た
指
定
管
理
者
の
指
定
（
大
野
市
元
町
会
館
）、

そ
し
て
議
員
提
出
の
市
会
案
１
件
、
陳
情
１
件
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
、 

16
㌻
の
と
お
り
で
す
。

白﨑　貴之 副議長
 (第59代)

副
議
長
に
白
㟢
氏

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
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一般会計予算の主な事業

大
野
市
公
共
施
設
等
総
合
管 

理
基
金
設
置
条
例
案

　

公
共
施
設
等
の
整
備
、
保

全
、
廃
止
等
を
計
画
的
に
進

め
る
財
源
と
し
て
、
基
金
の

設
置
を
定
め
ま
し
た
。

大
野
市
バ
ス
運
行
事
業
に
関 

す
る
条
例
の
全
部
を
改
正
す 

る
条
例
案

　

市
営
バ
ス
の
再
編
に
伴

い
、 

路
線
又
は
区
域
及
び
使

用
料
等
の
ほ
か
必
要
な
事
項

を
定
め
ま
し
た
。  

大
野
市
立
学
校
設
置
条
例
の 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案 

　

中
学
校
再
編
に
よ
り
、
上

庄
中
学
校
、
尚
徳
中
学
校
及

び
和
泉
中
学
校
を
廃
止
し
ま

し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

　

中
村
広
之
氏
（
牛
ケ
原
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推 

薦
に
つ
い
て 

　

萩
原
勢
子
氏
（
泉
町
）
、

○結の故郷地域が輝く交付金事業　2235万円
　各公民館が地域の拠点となり、地域の活性化、活
力の維持、課題解決、住民の交流を進める事業や共
通の目的を持つ市民や団体による取り組みを支援し
ます。
○介護職員資格取得支援事業補助　6万円
　市内の介護施設等で勤務し、介護支援専門員（ケ
アマネジャー）として従事する見込みのある人の再
研修受講料の一部を補助します。

人づくりと人材確保

○小中学校施設改修事業　16億1172万円
　児童・生徒の学校生活や学習環境の充実を図るた
め、改修工事（開成中・陽明中・下庄小）と改修工
事に向けた実施設計（有終南小・富田小）を行います。 
○こども家庭センター管理運営経費　892万円
　こども家庭センターを設置し、児童福祉と母子保
健の一体的な相談支援（窓口機能の強化）を行いま
す。

子どもや若者を地域全体で支える取り組み

山
本
則
子
氏
（
新
町
）
及
び

脇
本
正
信
氏
（
稲
郷
）
を
推

薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

 

大
野
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展 

を
図
る
た
め
の
事
業
を
事
業 

計
画
に
追
加
し
ま
し
た
。

 

鳥
獣
害
防
止
対
策
の
強
化
を 

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て 

　

農
林
業
に
お
け
る
鳥
獣
害 

の
実
態
を
調
査
し
、
そ
れ
に

則
し
た
さ
ら
な
る
支
援
策
を

推
進
す
る
た
め
、
鳥
獣
害
防

止
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意

見
書
を
政
府
関
係
機
関
に
提

出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

最
低
賃
金
の
大
幅
な
改
善
を

求
め
る
陳
情
書 

　

福
井
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長 

鈴
木
孝
典
氏
か
ら
の

本
陳
情
は
、
趣
旨
採
択
と
し

ま
し
た
。

○健康づくり応援事業　4955万円
　ヘルスウォーキングプログラムの参加者を2930人に
拡充し、スマートフォンで参加できるコースを新設し
ます。 
○防災行政無線整備事業　4億8455万円
　同報系防災行政無線システムを更新します。

安全・安心・快適な暮らしの確保

○太陽光・蓄電池設備導入促進事業補助 363万円
　一般家庭の屋根置き太陽光発電設備と蓄電池の導入
経費を補助します。
○獣害等被害林再造成支援事業補助　680万円
　国の補助対象とならない獣害等被害林の伐採、搬出
経費を補助します。

カーボンニュートラルの達成に向けた取り組み

○市制70周年記念式典経費　445万円
　７月１日（月）に、市政の進展に貢献された人への
顕彰と、節目を祝うセレモニーを実施します。

市制施行70周年記念事業

○事務統合システム経費　1783万円
　財務会計システム更新に合わせ、人事給与や文書管
理などの事務を一体的に管理できるシステムを導入し
ます。

行財政運営の最適化の推進

条
例
の
制
定
等

人
事
案
件

そ
の
他
の
議
案

市
会
案

陳
情

○結のビジネス創出事業　322万円
　結のビジネスプランコンテストを開催し、新たな
ビジネスの創出を促進します。
○越前おおの型農業推進事業補助　250万円
　市の基幹的な転作作物である麦やソバ、大豆の生
産に必要な機械の導入に対し、市独自で補助します。
　また、 ドローンの導入による農作業の省力化と後継
者不足に対応するため、ドローン操作講習の受講費
用を補助します。

高速交通網の延伸を生かした稼ぐ力の促進

政治家が病気見舞を出すことは禁止されています。
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本
市
は
、
こ
ど
も
家
庭 

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
相
談 

窓
口
を
設
け
る
こ
と
と
し
て 

い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
支 

援
を
必
要
と
す
る
子
育
て
家 

庭
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
ど 

う
変
わ
る
の
か
。

　
　

専
門
職
で
あ
る
保
健
師 

と
管
理
栄
養
士
、
ま
た
社
会 

福
祉
士
、
家
庭
児
童
相
談 

員
、
母
子
父
子
自
立
支
援
員 

な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
集 

約
し
、
相
談
体
制
を
充
実
さ 

せ
る
。
妊
産
婦
や
乳
児
の
保 

護
者
に
対
す
る
相
談
支
援
と 

サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
児 

童
や
保
護
者
に
対
す
る
相
談 

支
援
を
一
体
的
に
行
う
こ
と 

で
、
常
時
情
報
を
共
有
す
る 

こ
と
が
で
き
、
支
援
が
必
要 

な
家
庭
に
対
し
て
切
れ
目
の 

な
い
支
援
が
実
施
で
き
る
。

　
　

令
和
６
年
度
に
お
け
る 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
課
題
と
し 

て
介
護
人
材
の
確
保
を
挙
げ 

て
い
る
が
、
人
材
確
保
に
向

め
、
総
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー 

タ
ー
を
配
置
し
、
受
け
入
れ 

に
関
す
る
協
議
や
交
渉
を
進 

め
て
い
る
が
、
そ
の
成
果 

は
。

　
　

令
和
４
年
度
か
ら
実
証 

事
業
を
実
施
し
て
い
る
軟
式 

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス 

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
運
動
部
活 

動
３
競
技
に
つ
い
て
、
個
別 

に
関
係
者
と
の
協
議
を
進 

め
、
地
域
移
行
に
お
け
る
課 

題
の
整
理
が
進
ん
だ
。
ま 

た
、
文
化
部
活
動
の
吹
奏
楽 

に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
か 

ら
地
域
移
行
に
向
け
た
活
動 

を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
、
陸
上
、
バ
レ
ー 

ボ
ー
ル
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン 

ト
ン
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
運 

動
部
活
動
５
競
技
に
つ
い
て 

も
、
調
整
の
結
果
、
令
和
６

年
度
か
ら
実
証
事
業
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
な
り
、
休
日

に
活
動
す
る
全
て
の
部
活
動

が
、 

運
動
部
は
夏
季
大
会
終

了
後
、
文
化
部
は
発
表
会
終

了
後
に
は
地
域
ク
ラ
ブ
に
移

行
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

災
組
織
等
に
つ
い
て
は
、
避 

難
支
援
プ
ラ
ン
を
活
用
し
た 

避
難
訓
練
の
実
施
、
地
域
の 

防
災
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
や
地
域 

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、 

地
域
の
防
災
力
の
向
上
に
努 

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

六
呂
師
エ
リ
ア
の
活
性 

化
に
対
す
る
市
長
の
意
気
込 

み
は
。

　
　

六
呂
師
高
原
に
は
、
ス 

イ
ス
の
ア
ル
プ
ス
を
思
わ
せ 

る
高
原
の
景
観
や
日
本
一
美 

し
い
星
空
な
ど
の
資
源
が
あ 

る
。
自
然
の
景
観
や
環
境
を 

保
全
し
な
が
ら
観
光
活
用
に 

取
り
組
む
環
境
共
生
の
考
え 

に
基
づ
い
て
、
新
た
な
誘
客

策
の
検
討
を
進
め
る
。

　
　

乾
側
小
学
校
の
学
校
再 

編
以
降
、
地
元
と
進
め
ら
れ 

て
き
た
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

等
を
含
め
た
跡
地
利
用
の
協 

議
状
況
は
。 

　
　

本
年
度
は
公
民
館
の
建 

て
替
え
や
小
グ
ラ
ン
ド
の
配 

置
、
事
業
工
程
な
ど
に
つ
い 

て
、
地
元
と
協
議
を
重
ね 

た
。
策
定
す
る
施
設
整
備
基 

本
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
９

年
度
の
完
成
を
目
指
す
。

　
　

休
日
に
お
け
る
部
活
動 

の
地
域
移
行
を
推
進
す
る
た 

け
た
本
市
の
考
え
は
。

　
　

本
市
は
介
護
人
材
確
保 

に
関
す
る
国
や
県
の
制
度
に 

つ
い
て
、
随
時
、
介
護
事
業 

所
に
紹
介
し
、
有
効
に
活
用 

し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て 

い
る
。

　

加
え
て
、
新
年
度
か
ら
介 

護
支
援
専
門
員
、
い
わ
ゆ
る 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
実
務 

に
必
要
な
再
研
修
受
講
に
係 

る
経
費
の
一
部
を
助
成
す 

る
。
ま
た
、
学
生
の
進
路
選 

択
に
際
し
、
介
護
職
の
魅
力 

を
正
し
く
認
識
し
就
業
に
つ 

な
が
る
よ
う
、
多
様
な
ア
プ 

ロ
ー
チ
の
方
策
を
考
え
て
い 

く
。

　
　

能
登
半
島
地
震
を
教
訓 

に
改
め
て
大
規
模
地
震
に
備 

え
て
、
本
市
が
個
人
や
自
治 

会
等
に
対
し
求
め
る
こ
と
は 

何
か
。

　
　

個
人
に
お
い
て
は
、
非 

常
用
の
防
災
用
品
を
備
え
、 

家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
対
策 

や
建
物
の
耐
震
化
に
加
え
、 

日
頃
か
ら
危
険
箇
所
等
を
把 

握
し
、
速
や
か
に
避
難
が
で 

き
る
よ
う
指
定
避
難
所
へ
の 

ル
ー
ト
の
確
認
な
ど
を
行
っ 

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

共
助
組
織
で
あ
る
自
主
防 

　
　

本
市
の
出
生
数
減
少
の 

要
因
と
対
策
は
。

　
　

平
成
30
年
の
出
生
数
は

１
９
８
人
、
令
和
元
年
は
１

６
１
人
、
令
和
２
年
は
１
９

１
人
、
令
和
３
年
は
１
５
２ 

人
、
令
和
４
年
は
１
４
９
人

と
減
少
が
続
き
、
令
和
５
年

は
１
１
０
人
と
な
っ
た
。
子 

ど
も
を
産
み
育
て
る
年
代
で 

あ
る
20
歳
か
ら
49
歳
の
人 

口
の
推
移
を
見
る
と
男
女
共 

に
減
少
幅
が
増
加
し
て
い
る 

こ
と
か
ら
、
出
生
数
が
減
少 

し
て
い
る
も
の
と
推
測
す 

る
。

　

当
初
予
算
に
お
け
る
人
口 

減
少
対
策
と
し
て
、
雇
用
の 

確
保
や
子
育
て
の
応
援
な 

ど
、
人
口
を
維
持
・
増
加
さ 

せ
る
方
策
と
、
助
け
合
い
・ 

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
、 

担
い
手
不
足
へ
の
対
策
、
デ 

ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
人
口 

減
少
に
適
応
し
て
い
く
方
策 

の
両
面
か
ら
取
り
組
む
。

本市の出生数減少の対策は

市
政
会

　
伊い

東と
う

由ゆ

起き

恵え

　
議
員

人口を維持・増加させる対策と、人口減少に適応
していく方策の両面から取り組む

代
表
質
問

問答

問問 答

答答 問問問

答答 問

答

政治家が落成式、開店祝いの花輪を出すことは禁止されています。
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む
こ
と
を
考
え
て
い
る
。 

　
　

北
陸
新
幹
線
の
県
内
延 

伸
に
よ
り
観
光
客
の
増
加
が 

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る 

が
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
２
次 

交
通
の
手
段
が
乏
し
い
状
況 

で
あ
る
。
利
便
性
を
高
め
る 

た
め
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導 

入
や
駅
に
併
設
さ
れ
た
駐
車 

場
を
利
用
し
た
レ
ン
タ
カ
ー 

の
配
置
を
検
討
で
き
な
い 

か
。

　
　

 

国
は
、
２
月
に
タ
ク 

シ
ー
会
社
が
運
行
管
理
す
る 

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
方
針 

を
提
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ 

る
。
ま
た
自
治
体
が
運
行
主 

体
を
担
う
自
治
体
ラ
イ
ド 

シ
ェ
ア
に
つ
い
て
も
他
市
で 

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と 

こ
ろ
で
あ
る
が
、
事
業
実
施 

に
当
た
っ
て
は
、
費
用
負
担 

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

レ
ン
タ
カ
ー
に
つ
い
て 

は
、
民
間
事
業
者
が
、
ス 

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
専
用
ア
プ 

リ
に
よ
る
無
人
の
貸
し
出
し 

サ
ー
ビ
ス
を
、
実
証
実
験
を 

兼
ね
て
城
下
町
東
広
場
に
配 

置
し
て
お
り
、
こ
の
利
用
実 

績
を
検
証
し
た
上
で
検
討 

し
て
い
く
。

洗
い
出
し
や
優
先
業
務
な
ど 

の
確
認
を
行
い
、
地
域
防
災 

計
画
の
全
体
的
な
点
検
作
業 

を
進
め
て
い
く
。

　
　

県
は
能
登
半
島
地
震
の 

状
況
を
踏
ま
え
て
道
路
啓
開 

計
画
を
令
和
６
年
度
に
策
定 

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

市
に
同
様
の
計
画
策
定
の
予

定
は
あ
る
か
。

　
　

大
野
市
地
域
防
災
計
画 

に
お
い
て
、
大
規
模
災
害
時 

に
は
、
災
害
対
策
活
動
を
迅 

速
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る 

た
め
、
県
が
重
点
的
に
応
急 

復
旧
す
る
路
線
と
し
て
定
め 

て
い
る
緊
急
輸
送
道
路
や
主 

要
道
路
か
ら
優
先
的
に
被
害 

状
況
を
把
握
し
、
状
況
に
応 

じ
た
応
急
復
旧
を
行
い
、
交 

通
の
確
保
に
努
め
る
と
し
て 

い
る
。
応
急
復
旧
実
施
の
際

に
は
、
大
野
建
設
業
会
や
北

陸
電
力
株
式
会
社
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
速
や
か
に
応
急

措
置
を
行
い
、
道
路
機
能
の

確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

な
お
、
県
が
策
定
す
る
予 

定
の
道
路
啓
開
計
画
を
参
考 

に
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
大
野 

市
地
域
防
災
計
画
に
盛
り
込 

実
績
に
よ
る
減
額
補
正
を 

行
っ
た
。

　

今
後
も
適
正
に
予
算
編
成

を
行
い
、
効
果
的
に
事
業
が

進し
ん
ち
ょ
く捗

す
る
よ
う
、
事
業
や 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
の
周
知
に 

努
め
て
い
く
。

　
　

能
登
半
島
地
震
を
受
け 

て
地
域
防
災
計
画
を
ど
の
よ 

う
に
見
直
し
た
か
。 

　
　

近
年
の
激
甚
化
、
頻
発 

化
、
ま
た
局
所
化
、
突
発
化 

す
る
災
害
に
対
応
す
る
た 

め
、
災
害
対
策
連
絡
室
の
設 

置
基
準
前
で
も
早
期
の
情
報 

連
携
と
災
害
対
応
が
可
能
と 

な
る
よ
う
、
情
報
連
絡
会
を 

設
置
す
る
こ
と
と
し
、
気
象 

状
況
や
被
害
状
況
等
に
よ
り 

速
や
か
に
災
害
対
策
連
絡
室 

に
移
行
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

　

今
後
は
、
能
登
半
島
地
震 

と
同
規
模
程
度
の
災
害
等
で 

被
災
し
た
場
合
を
想
定
し
、 

現
在
の
計
画
で
十
分
で
あ
る 

か
検
証
し
、
職
員
研
修
や
訓 

練
な
ど
で
初
動
態
勢
の
確
認 

を
行
う
と
と
も
に
被
災
地
派 

遣
職
員
の
活
動
報
告
な
ど
に 

よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
復
旧 

を
含
め
、
災
害
対
応
業
務
の

人
口
増
加
に
つ
な
げ
る
た
め 

に
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
探 

究
し
た
例
も
あ
る
。

　

高
校
で
は
、
地
域
お
こ
し 

協
力
隊
が
生
徒
の
サ
ポ
ー
ト 

役
と
な
り
、
星
空
観
光
の
推 

進
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

　
　

今
回
の
補
正
予
算
で 

は
、
減
額
補
正
が
目
立
っ
た 

が
、
当
初
予
算
編
成
時
に
十 

分
な
精
査
を
し
て
い
る
か
。

　
　

事
業
の
目
的
や
内
訳
、 

想
定
さ
れ
る
効
果
、
所
要
額 

の
積
算
基
礎
及
び
財
源
内 

訳
、
法
令
や
制
度
な
ど
の
根 

拠
を
明
確
に
し
、
事
業
が
市 

の
方
針
や
計
画
に
沿
っ
た
も 

の
か
、
市
民
や
事
業
者
な
ど 

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
も
の 

か
、
将
来
の
財
政
負
担
は
ど 

う
か
な
ど
、
複
数
の
視
点
で 

確
認
を
行
っ
て
お
り
、
事
業 

ご
と
に
き
め
細
か
く
予
算
を 

編
成
し
て
い
る
が
、
事
業
量 

の
予
測
が
難
し
い
事
業
で
は

　
　

星
空
の
ま
ち
と
い
う
素 

晴
ら
し
い
特
徴
を
持
続
し
て 

発
信
し
、
未
来
へ
つ
な
げ
て 

い
く
た
め
に
、
教
育
課
程
か 

ら
の
取
り
組
み
が
重
要
と
考 

え
る
が
、
学
校
で
ど
の
よ
う 

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
　

小
中
学
校
で
は
、
ふ
る

さ
と
学
習
の
一
つ
と
し
て
、

小
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
や
特
別
活
動
な
ど

で
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を

招
い
た
り
、
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
に
出
掛
け
た
り
し
て
、

本
市
の
星
空
の
美
し
さ
や
星

座
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い

る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
な

ど
で
、
実
際
に
夜
間
の
星
空

観
察
を
実
施
し
て
い
る
学
校

も
あ
る
。

　

中
学
校
で
は
、
理
科
の
授 

業
で
、
星
空
保
護
区
に
つ
い 

て
学
習
し
て
い
る
。
ま
た
、 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
星 

空
の
ま
ち
お
お
の
を
本
市
の

能登半島地震を受けて地域防災計画を
どのように見直したか

気象状況や災害規模に対応した配備体制に見直した

問答
大
野
市
民
の
会

　
猪い

の

嶋し
ま

　
清き

よ

文ふ
み

　
議
員

答

問答

答

代
表
質
問

問

問

問答

政治家が選挙区内の人にお金や物などを贈ることは禁止されています。
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プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
自
主
防 

災
組
織
の
共
助
に
よ
る
連
携 

強
化
を
図
る
。

　
　

最
近
の
火
災
事
故
に
お 

い
て
、
出
火
原
因
が
特
定
さ 

れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

ま
た
、
非
常
備
消
防
隊
員 

の
人
数
は
。

　
　

損
傷
が
激
し
い
た
め
原 

因
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

　

非
常
備
消
防
団
員
数
の
条 

例
定
数
４
８
５
人
に
対
し
、 

現
在
は
４
５
２
人
で
あ
る
。

　
　

高
速
交
通
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
ま
ち

づ
く
り
の
具
体
的
な
進し

ん
ち
ょ
く捗

と

商
工
業
に
対
す
る
活
性
化
策

は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の

か
。

　
　

越
前
大
野
城
の
装
飾
、 

天
空
の
城
Ｖ
Ｒ
動
画
、
星
空 

保
護
区
の
認
定
で
、
観
光
に 

お
け
る
周
遊
性
を
高
め
た 

い
。

　

商
工
業
に
対
す
る
活
性
化 

策
と
し
て
、
企
業
価
値
の
向 

政
対
策
債
・
過
疎
債
・
下
水 

道
事
業
債
の
残
高
は
。
経
常 

収
支
比
率
が
悪
く
な
っ
て
い 

る
が
ど
う
か
。

　
　

市
債
残
高
は
一
般
会
計 

で
約
１
２
１
億
円
、
下
水
道

事
業
会
計
で
約
81
億
円
、
そ

の
他
で
約
15
億
円
、
全
体
で

約
２
１
７
億
円
で
あ
る
。
臨

時
財
政
対
策
債
は
約
64
億 

円
、
過
疎
債
は
約
25
億
円
で 

あ
る
。
経
常
収
支
比
率
は

95
・
３
パーセント
で
あ
る
。

　
　

地
下
水
位
低
下
と
市
街 

地
を
流
れ
る
川
の
水
量
が
非 

常
に
少
な
い
が
ど
う
か
。

　
　

地
下
水
位
低
下
は
、
近 

年
、
秋
ご
ろ
の
降
水
量
が
少 

な
い
た
め
で
あ
る
。

　

以
前
に
あ
っ
た
市
街
地 

へ
流
れ
る
水
路
の
流
水
量
の 

減
少
は
、
土
地
改
良
区
の
水 

路
改
修
に
よ
る
真
名
川
か
ら 

の
取
水
制
限
が
理
由
で
あ 

る
。

　
　

七
間
朝
市
の
出
店
者
が 

激
減
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

　
　

朝
市
出
荷
組
合
の
活
動 

を
継
続
し
て
い
た
だ
き
な
が 

ら
、
関
係
者
と
の
協
働
に
よ 

る
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
取
り 

組
ん
で
い
く
。

バ
ン
ド
が
少
な
く
な
っ
て
い 

る
の
で
は
。

　
　

金
管
バ
ン
ド
に
取
り
組 

ん
で
い
る
学
校
は
な
い
。 

吹
奏
楽
は
、
３
中
学
校
で
活 

動
し
て
い
る
。

　
　

小
中
学
生
の
成
績
は
県 

下
で
ど
の
位
置
に
あ
る
か
。

　
　

昨
年
４
月
に
実
施
さ
れ 

た
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調 

査
に
お
い
て
、
小
学
生
は
全 

国
や
県
と
同
等
で
、
中
学
生 

は
全
国
や
県
を
や
や
下
回
る 

結
果
で
あ
る
。

　
　

石
山
市
長
就
任
以
来
の 

出
生
数
は
。
大
野
で
す
く
す 

く
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ 

と
の
整
合
性
は
。

　
　

出
生
数
は
平
成
30
年
１

９
８
人
、
令
和
元
年
１
６
１

人
、
令
和
２
年
１
９
１
人
、 

令
和
３
年
１
５
２
人
、
令
和 

４
年
１
４
９
人
、
令
和
５
年 

１
１
０
人
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー 

ジ
に
応
じ
て
切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
。

　
　

隣
接
市
の
保
育
料
完
全 

無
償
化
に
つ
い
て
、
本
市
の 

考
え
は
。

　
　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応 

じ
た
支
援
策
を
引
き
続
き
提

供
す
る
。

　
　

本
市
の
市
債
・
臨
時
財 

上
に
向
け
取
り
組
み
、
稼
ぐ 

意
欲
の
あ
る
事
業
者
を
集
中 

支
援
し
て
い
る
。

　
　

本
市
の
産
業
団
地
を
７

年
で
完
売
す
る
と
し
て
い
る 

が
、
い
か
な
る
企
業
が
来
る 

の
か
。 

　
　

日
本
海
側
と
太
平
洋
側 

を
つ
な
ぐ
中
部
縦
貫
自
動
車 

道
大
野
油
坂
道
路
の
開
通
が 

近
づ
く
こ
と
に
よ
り
、
企
業 

が
物
流
や
製
造
の
新
た
な
拠 

点
を
沿
線
に
求
め
や
す
く
な 

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
令 

和
８
年
ま
で
に
全
区
画
分
譲 

を
目
指
す
。

　
　

農
業
者
の
現
状
と
、
後 

継
者
育
成
策
、
新
規
営
農
者 

へ
の
取
り
組
み
は
。

　
　

令
和
２
年
の
農
産
物
販 

売
金
額
規
模
別
経
営
体
数
の

割
合
は
、
販
売
金
額
３
０
０

万
円
以
下
が
85
パーセント
。
後
継
者 

育
成
策
、
新
規
営
農
者
へ
の 

取
り
組
み
に
、
国
や
県
の
補 

助
金
制
度
を
活
用
す
る
。

　
　

自
殺
・
い
じ
め
・
不
登 

校
と
い
っ
た
問
題
行
動
の
現 

状
と
対
策
・
効
果
は
。 

　
　

不
登
校
の
状
況
は
、
昨 

年
度
に
比
べ
て
増
加
傾
向
で

あ
る
。

　
　

金
管
バ
ン
ド
・
ブ
ラ
ス 

　
　

本
市
に
お
け
る
災
害
時 

イ
ン
フ
ラ
整
備
（
道
路
・
電 

気
・
水
道
）
計
画
に
つ
い
て 

の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　

今
回
の
能
登
半
島
地
震 

の
被
災
地
の
被
害
状
況
か
ら 

災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ
整
備 

の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
の 

で
、
今
後
、
国
や
県
の
動
向 

を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て 

地
域
防
災
計
画
等
の
見
直
し 

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

昭
和
56
年
以
前
の
建
物 

数
と
過
去
５
年
程
の
耐
震
診 

断
数
と
改
修
の
件
数
は
。

　
　

４
１
４
５
戸
あ
る
と
推 

計
さ
れ
、耐
震
診
断
は
43
件
、

耐
震
改
修
は
５
件
で
あ
る
。

　
　

災
害
時
に
お
け
る
高
齢 

者
・
障
が
い
者
の
避
難
誘
導 

や
避
難
方
法
、
ま
た
自
主
防 

災
組
織
と
の
連
携
は
ど
う 

か
。

　
　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の 

う
ち
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
な
人
に
対
し
て
支
援 

市政全般について問う
特に教育委員会の事務事業を問う

も
え
ぎ
会

　
髙た

か

岡お
か

　
和か

ず

行ゆ
き

　
議
員

不登校は、昨年度に比べ増加傾向
学業は小学生で国県と同等、中学生で国県をやや下回る

代
表
質
問

問答答答 問問

問問 答答

答答答答

問問問問

問

問問

答答答

答答答

問問問

政治家が入学、卒業、出産などの祝儀を出すことは禁止されています。
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処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う 

と
す
る
人
に
、
そ
の
費
用
の 

一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、 

補
助
を
受
け
る
人
に
は
公
共 

下
水
道
の
管
路
が
整
備
さ
れ 

た
場
合
、
速
や
に
接
続
す
る 

誓
約
を
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　

農
業
集
落
排
水
と
の
統

合
の
状
況
は
。

　
　

人
口
減
少
の
到
来
に
よ 

る
使
用
料
収
入
の
減
少
と
施 

設
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
良 

質
な
汚
水
処
理
を
持
続
的
に 

行
う
こ
と
を
目
的
に
、
令
和 

４
年
３
月
策
定
の
大
野
市
汚 

水
処
理
最
適
化
計
画
に
基
づ 

き
、
市
街
地
に
近
い
農
業
集 

落
排
水
施
設
は
公
共
下
水
道 

に
、
ま
た
農
業
集
落
排
水
施 

設
同
士
で
の
接
続
に
よ
り
、 

人
口
に
応
じ
て
施
設
規
模
を 

縮
小
し
最
適
化
す
る
も
の
。 

ま
た
、
統
合
に
併
せ
て
料
金 

定
額
制
か
ら
使
用
水
量
に
よ 

る
従
量
制
に
統
一
す
る
も
の 

で
、
各
処
理
組
合
や
住
民
に

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
説
明

を
行
っ
て
い
く
。

　
　

公
共
下
水
道
の
加
入
率

は
。

　
　

本
市
の
公
共
下
水
道
事

業
は
名
水
の
ま
ち
大
野
と
し

て
水
循
環
の
保
全
を
図
る
と

と
も
に
、
市
民
の
快
適
な
生

活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
整

備
を
進
め
、
全
体
計
画
９
１

７
・
５
ヘクタール
の
う
ち
、
７
５
０
・

６
ヘクタール
、
面
積
比
で
81
・
８
パーセント

の
整
備
を
終
え
て
お
り
、
接 

続
人
口
の
割
合
を
示
す
水
洗 

化
率
は
39
・
２
パーセント
で
あ
る
。

　
　

加
入
促
進
の
対
策
は
。

　
　

加
入
さ
れ
て
い
な
い
家 

庭
へ
は
職
員
が
戸
別
訪
問 

し
、
接
続
に
係
る
支
援
制
度 

を
紹
介
す
る
な
ど
、
丁
寧
な 

対
応
を
心
掛
け
、
理
解
が
得 

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　

合
併
処
理
浄
化
槽
か
ら 

公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え 

の
状
況
は
。

　
　

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業 

補
助
は
、
公
共
下
水
道
の
事 

業
認
可
区
域
や
農
業
集
落
排 

水
事
業
等
の
事
業
採
択
区
域 

以
外
を
対
象
と
し
て
、
合
併

公共下水道の加入促進と農業集落排水
との統合について

住民に対し丁寧な対応を心掛け理解を得たい

問
大
野
市
民
の
会

　
帰か

え
り
や
ま山

　
寿と

し

章あ
き

　
議
員

答答答

る
。
人
事
異
動
で
は
、
上
庄 

中
、
尚
徳
中
、
和
泉
中
の
教

職
員
の
一
定
数
が
、開
成
中
、

陽
明
中
に
異
動
す
る
こ
と
に

よ
り
、
転
入
生
徒
が
精
神
的

に
安
定
し
、
安
心
し
て
通
学

で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

　
　

教
育
長
は
、
新
年
度
、

有
終
東
小
学
校
の
通
学
区
域

に
つ
い
て
、
審
議
会
を
設
置

し
調
査
、
審
議
す
る
と
述
べ

ら
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
す
る
の
か
。

　
　

令
和
５
年
度
の
大
野
市 

通
学
区
域
審
議
会
の
答
申
の

中
で
、「
同
じ
小
学
校
の
卒

業
生
が
同
じ
中
学
校
へ
進
学

で
き
る
よ
う
通
学
区
域
の
設

定
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し

い
」 

と
述
べ
ら
れ
た
。
通
学

区
域
が
二
つ
の
中
学
校
に
ま

た
が
る
有
終
東
小
学
校
に
つ

い
て
、
令
和
６
年
度
に
通
学

区
域
審
議
会
を
設
置
し
、
小

学
校
区
及
び
中
学
校
区
の
通

学
区
域
の
考
え
方
に
つ
い
て

検
討
し
、
令
和
６
年
度
内
の

答
申
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
駐
車 

場
で
の
有
料
化
実
証
実
験
の 

詳
し
い
内
容
は
。

　
　

令
和
６
年
度
は
、ま
ず
、 

既
存
の
駐
車
場
の
利
用
実
態 

調
査
を
実
施
し
、料
金
設
定
、 

導
入
す
る
料
金
シ
ス
テ
ム
の 

検
討
な
ど
を
進
め
、
令
和
７ 

年
３
月
ま
で
に
料
金
シ
ス
テ 

ム
設
備
を
設
置
す
る
。
令
和

７
年
度
か
ら
料
金
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
試
験
運
用
を
実
施

し
、
適
切
な
駐
車
料
金
、
周

辺
施
設
や
商
店
街
等
利
用
者

の
割
り
引
き
な
ど
を
決
定
し

て
い
く
。

　
　

上
庄
中
、
尚
徳
中
、
和

泉
中
の
生
徒
を
開
成
中
、
陽

明
中
に
迎
え
る
に
当
た
り
、

ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
う
の

か
。

　
　

再
編
後
の
中
学
校
に
お 

け
る
生
徒
の
支
援
を
充
実
さ 

せ
る
た
め
に
、
県
か
ら
両
中 

学
校
に
１
人
ず
つ
統
合
加
配 

教
員
が
配
置
さ
れ
る
。ま
た
、 

い
じ
め
・
不
登
校
対
応
加
配 

教
員
の
配
置
も
予
定
し
て
い

結ステーション駐車場での有料化実証
実験の詳しい内容は

令和６年度は、既存の駐車場の利用実態調査と料金
システムの検討、令和7年度から試験運用を実施する

問
市
政
会

　
葊ひ

ろ

瀬せ

　
浩こ

う

司じ

　
議
員

答

一
般
質
問

問

問

答

答

答

問問

問

政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています。
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能
登
半
島
地
震
の
教
訓 

か
ら
現
在
の
地
域
防
災
計
画 

や
総
合
防
災
マ
ッ
プ（
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
）
な
ど
を
ど
の
よ

う
に
見
直
し
て
い
く
の
か
。

　
　

被
災
地
で
は
職
員
も
被

災
し
、 

救
助
や
避
難
者
へ
の

対
応
等
公
助
の
支
援
に
は
時

間
が
か
か
る
こ
と
を
再
認
識

し
て
い
る
。

　

現
地
派
遣
職
員
に
よ
る
活

動
報
告
を
全
職
員
で
情
報
共

有
し
、
防
災
対
応
力
の
向
上

に
努
め
て
い
く
。

　

職
員
の
初
動
態
勢
を
見
直 

し
、
地
域
防
災
計
画
及
び
職

員
参
集
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂

を
行
っ
た
。
近
年
の
災
害
に

合
わ
せ
、
職
員
の
参
集
時
期

な
ど
の
配
備
体
制
を
現
実
に

即
し
た
内
容
に
修
正
し
、
従

来
の
計
画
よ
り
も
早
期
に
災

害
に
対
応
す
る
こ
と
に
し

た
。

　

本
市
で
大
規
模
災
害
が
発 

生
し
た
場
合
を
想
定
し
た
対 

応
な
ど
の
検
証
を
行
い
、
地

域
防
災
計
画
等
の
全
体
的
な

見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

届
い
て
い
な
い
の
か
。　
　

  

　
　

女
性
活
躍
の
場
づ
く
り 

は
、
少
子
化
対
策
、
子
育
て

世
代
の
流
出
抑
制
対
策
と
し

て
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。

各
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、女
性
や
若
者
を
は
じ
め
、

多
様
な
層
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
事
業
を
検
討
し
実
施
し

て
い
る
。

　
　

昨
年
８
月
、
市
内
の
女 

性
経
営
者
と
の
意
見
交
換
会 

で
、
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て 

何
か
得
た
こ
と
は
。

　
　

男
ら
し
く
、
女
ら
し
く 

で
は
な
く
、
や
は
り
一
つ
の 

事
業
所
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て 

振
る
舞
わ
れ
て
い
る
。

　
　

昨
年
４
月
に
着
任
さ
れ 

た
副
市
長
か
ら
見
て
、
今
の 

組
織
は
市
民
、
市
内
事
業
者 

の
た
め
に
動
け
て
い
る
か
。

　
　

市
民
の
声
を
聞
く
た
め 

に
現
場
に
行
こ
う
、
市
民
の 

中
に
入
っ
て
い
こ
う
と
話
し 

て
お
り
、
今
回
の
当
初
予
算 

に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
　

被
災
者
が
避
難
所
に
入 

り
き
れ
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
市
と
し
て
避
難
所
の
増

設
、
仮
設
テ
ン
ト
、
体
育
館

以
外
の
教
室
の
利
用
な
ど
の

対
策
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た

市
民
に
備
蓄
を
呼
び
掛
け
る

こ
と
も
大
切
だ
が
、
市
と
し

て
暖
房
器
具
、ト
イ
レ
・
キ
ッ

チ
ン
用
品
、
ベ
ッ
ド
、
全
市

民
対
象
の
最
低
３
日
分
の
飲

料
水
や
食
料
の
確
保
、
さ
ら

に
更
衣
室
・
ト
イ
レ
・
保
健

室
・
乳
児
を
抱
え
た
女
性
等

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
専
用

ス
ペ
ー
ス
等
が
必
要
で
あ

る
。本
市
の
現
状
と
対
策
は
。

　
　

避
難
所
に
避
難
し
て
来 

る
想
定
人
数
の
１
日
分
を
市 

が
３
分
の
２
、
県
が
３
分
の

１
を
備
蓄
す
る
。
不
足
分
は

他
市
・
国
の
援
助
で
物
資
の

確
保
に
努
め
る
。
水
は
協
定

先
の
事
業
者
、
給
水
車
で
対

応
し
、
停
電
の
際
は
早
期
に

地
下
水
を
く
み
上
げ
ら
れ
る

よ
う
電
力
事
業
者
と
協
力
し

て
解
消
に
取
り
組
む
。

　
　

市
長
が
考
え
る
市
内
の 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
　

ま
ち
な
か
、
六
呂
師
高 

原
周
辺
、和
泉
、道
の
駅
「
越 

前
お
お
の
荒
島
の
郷
」
の
四

つ
の
エ
リ
ア
は
事
業
者
が
収 

益
を
得
る
場
所
と
考
え
る
。

　
　

屋
内
型
子
ど
も
の
遊
び 

場
整
備
に
よ
る
新
た
な
タ
ー 

ゲ
ッ
ト
層
の
子
育
て
世
代 

が
、
中
心
市
街
地
で
お
金
を 

落
と
す
想
定
は
。

　
　

子
連
れ
に
優
し
い
飲
食 

店
を
認
定
し
て
、
昼
食
を 

取
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ま 

ち
な
か
で
の
滞
在
時
間
を
長 

く
し
て
い
き
た
い
。

　
　

ま
ち
な
か
遠
足
の
ス 

タ
ー
ト
地
点
を
本
願
清
水
イ 

ト
ヨ
の
里
に
し
て
「
名
水
と 

城
下
町
」
を
体
現
で
き
る
よ 

う
有
効
活
用
す
べ
き
で
は
。

　
　

ア
イ
デ
ア
な
ど
も
い
た 

だ
き
な
が
ら
、
ぜ
ひ
や
っ
て 

い
き
た
い
。

　
　

市
の
施
策
に
関
わ
る
女 

性
も
多
く
い
る
。
市
政
に
携

わ
る
人
々
の
声
は
市
長
ま
で 

市長が考える市内のキャッシュポイントは

能登半島地震の教訓から、地域防災計画
等の見直しは

無
会
派

　
野の

村む
ら

　
勝ま

さ

人と

　
議
員

市
政
会

　
林は

や
し

　
　
順よ

り

和か
ず

　
議
員

「まちなか」など四つのエリアは事業者が
収益を得る場所

本市で大規模災害が発生した場合を想定した対応などの
検証を行い、地域防災計画等の全体的な見直しを進める

問

一
般
質
問

答答 問問答

答

問答

問

答 問問

問

答

答

政治家が運動会やスポーツ大会に飲食物を差し入れることは禁止されています。
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各
公
民
館
に
職
員
を
配

置
し
て
い
る
の
で
、
本
制
度 

（
※
１
）は
活
用
し
て
い
な
い
。 

　

今
後
も
他
市
町
の
事
例
を

注
視
し
つ
つ
活
用
の
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

　
　

魅
力
発
信
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
事
業
の
内
容
と
目
的 

は
。

　
　

越
前
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド 

の
魅
力
を
メ
デ
ィ
ア
セ
ー
ル 

ス
の
実
施
と
Ｐ
Ｒ
広
告
を
活 

用
し
全
国
に
発
信
す
る
こ
と 

で
、
市
内
事
業
者
の
稼
ぐ
力 

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　

子
育
て
に
や
さ
し
い
ま 

ち
大
野
情
報
発
信
強
化
事
業 

の
内
容
と
目
的
は
。

　
　

子
育
て
に
関
す
る
情
報 

を
分
か
り
や
す
く
市
民
に
伝 

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
大 

野
で
す
く
す
く
子
育
て
応
援 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
夏
休
み
わ
く 

わ
く
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
子 

育
て
世
帯
に
配
布
。
ま
た
屋 

内
型
子
ど
も
の
遊
び
場
の
完 

成
に
併
せ
、
親
子
連
れ
に
優 

し
い
飲
食
店
を
認
定
す
る
。

　
　

地
域
主
導
型
公
民
館
へ 

の
移
行
の
考
え
は
。

　
　

行
政
だ
け
で
は
住
民 

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が 

で
き
な
い
課
題
が
あ
る
中
、 

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
構 

築
す
る
た
め
に
住
民
主
体
の 

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い 

く
。
令
和
２
年
度
か
ら
大
野 

市
区
長
連
合
会
と
連
携
し
、 

地
域
課
題
解
決
へ
の
取
り
組 

み
や
、
各
地
区
ま
ち
づ
く
り 

団
体
の
活
動
を
支
援
し
て
い

る
。
活
力
あ
る
地
域
を
次
世

代
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

公
民
館
を
住
民
が
主
体
的
に

運
営
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
く
。

　
　

結
の
故
郷
地
域
が
輝
く 

交
付
金
事
業
の
取
り
組
み 

は
。

　
　

地
域
活
性
化
事
業
、
集 

落
内
交
流
事
業
、
グ
ル
ー
プ 

活
動
応
援
事
業
、
屋
根
雪
下 

ろ
し
等
支
援
事
業
な
ど
、
44

の
活
動
に
交
付
し
た
。

　
　

集
落
支
援
員
の
配
置
に 

関
す
る
考
え
は
。

地域主導型公民館への移行の考えは

公民館を住民が主体的に運営できるように
進めていきたい

問問問
市
政
会 

　
髙た

か

田だ

　
育や

す

昌ま
さ

　
議
員

答答

答

と
に
し
た
。

　

芝
生
化
整
備
等
に
関
す
る

経
費
の
負
担
や
適
切
な
維
持 

管
理
に
つ
い
て
、
実
行
委
員 

会
や
関
係
者
、
学
校
、
教
育

委
員
会
と
の
間
で
覚
書
を
締

結
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
実

行
委
員
会
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
独
立
行
政
法
人
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

助
成
金
の
活
用
を
予
定
し
、

整
備
等
に
係
る
財
源
と
し

て
、
助
成
金
２
３
６
７
万
６

千
円
、
実
行
委
員
会
の
負
担

金
６
３
４
万
５
千
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
　

実
行
委
員
会
が
集
め
ら 

れ
る
負
担
額
だ
と
思
う
か
。

　
　

実
行
委
員
会
か
ら
集
め

ら
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

実
行
委
員
会
が
最
終
的

に
負
担
で
き
な
い
と
き
は
ど

う
す
る
の
か
。

　
　

最
後
で
ど
う
し
て
も
払

え
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
ま
た
相
談
さ
せ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

有
終
南
小
学
校
の
グ
ラ 

ウ
ン
ド
芝
生
化
負
担
金
と 

は
。

　
　

令
和
３
年
12
月
か
ら
、 

有
終
南
小
学
校
芝
生
化
実
行 

委
員
会
と
協
議
を
行
っ
て
き 

た
。
本
年
度
に
お
い
て
は
、

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
保
護
者
や
校
区
の
人
々

が
一
定
の
権
限
と
責
任
を

持
っ
て
学
校
運
営
に
参
画
す

る
合
議
体
で
あ
る
学
校
運
営

協
議
会
の
中
で
芝
生
化
を
議

題
の
一
つ
と
し
て
議
論
が
行

わ
れ
、
教
育
委
員
会
も
協
議

に
加
わ
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
き 

た
。

　

そ
の
結
果
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
芝
生
化
は
充
実
し
た
教
育

環
境
、
地
域
交
流
の
拠
点
と

し
て
、学
校
、児
童
、保
護
者
、

地
域
の
関
係
が
よ
り
深
ま
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
事
業
で

あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
、
教

育
委
員
会
は
、
令
和
６
年
度

に
有
終
南
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
芝
生
化
を
支
援
す
る
こ

有終南小学校のグラウンド芝生化
負担金とは
芝生化実行委員会負担金634万5千円を
見込んでいる

問
清
風
会 

　
山や

ま

崎ざ
き

　
利と

し

昭あ
き

　
議
員

答

一
般
質
問

問問 答答

答答 問問

※1 集落支援員は総務省の過疎地域等における集落対策の推進要綱に基づくもの

政治家がお祭りに寄付や差し入れをすることは禁止されています。
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令
和
６
年
度
当
初
予
算

案
の
一
般
会
計
は
、
２
１
３
億

８
０
０
０
万
円
と
過
去
最
高

額
に
な
り
、
そ
れ
に
特
別
会

計
と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
る

と
、
初
め
て
３
０
０
億
円
を

超
え
約
３
２
４
億
円
と
な
っ

た
。
自
主
財
源
の
割
合
は
、

初
め
て
30
パーセント
を
切
り
、
過
去

最
低
に
な
っ
た
。
市
債
約
34

億
円
は
、
過
去
数
年
間
と
比

べ
て
も
、
２
〜
３
倍
に
な
っ
て

い
る
。
令
和
５
年
度
末
地
方

債
現
在
高
見
込
み
額
は
、
約

１
２
３
億
円
で
あ
る
。
予
算

案
の
規
模
が
こ
こ
ま
で
大
き

く
な
っ
た
理
由
は
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
予
定

の
主
な
大
型
公
共
事
業
は
。

　
　

ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え

つ
の
基
幹
的
設
備
改
良
工
事

の
負
担
金
に
11
億
２
７
４
５

万
６
０
０
０
円
、
防
災
行
政

無
線
の
更
新
に
４
億
８
４
５

５
万
円
、
屋
内
型
子
ど
も
の

遊
び
場
整
備
に
３
億
８
０
８

万
円
、
小
中
学
校
の
施
設
改

修
に
16
億
１
１
７
１
万
６
０
０

０
円
な
ど
の
大
型
事
業
の
実

そ
ば
処
を
星
関
係
の
グ
ッ
ズ

で
装
飾
す
る
な
ど
は
聞
い
て

い
る
。

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン 

テ
ス
ト
に
対
す
る
市
の
考
え 

は
。

　
　

実
際
に
プ
ラ
ン
を
実
施 

す
る
事
業
者
と
ア
イ
デ
ア
提 

案
者
が
連
携
し
、
新
た
な
ビ 

ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
こ
と
を 

基
本
と
し
、
令
和
８
年
度
ま 

で
の
３
カ
年
を
め
ど
に
開
催 

す
る
予
定
で
あ
る
。
商
店
街 

で
の
事
業
承
継
を
求
め
る
人 

や
事
業
承
継
の
タ
イ
ミ
ン
グ 

で
新
し
い
分
野
に
取
り
組
む 

人
な
ど
、
幅
広
い
参
加
者
か 

ら
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て 

い
る
。

　
　

選
ば
れ
た
プ
ラ
ン
に
対 

す
る
補
助
額
の
設
定
が
少
な 

く
感
じ
る
が
ど
う
か
。

　
　

令
和
７
年
度
か
ら
実
現 

に
向
け
た
補
助
金
の
創
設
を 

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
県

を
含
め
た
広
範
な
補
助
金
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
、
募
集

段
階
か
ら
周
知
す
る
。

施
が
あ
る
。
令
和
７
年
度
は

ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ
の

基
幹
的
設
備
改
良
工
事
負
担

金
で
約
７
億
４
０
０
０
万
円

を
、
ま
た
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

基
幹
的
設
備
改
良
工
事
を
複

数
年
で
予
定
し
て
お
り
、
総

額
約
19
億
５
０
０
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。
有
終
南
小

学
校
と
富
田
小
学
校
の
施
設

改
修
は
、
令
和
７
〜
９
年
度

で
約
18
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
　

第
六
次
大
野
市
総
合
計 

画
の
「
行
財
政
」
項
目
の

令
和
７
年
度
末
の
成
果
指
標

が
、
財
政
調
整
基
金
の
残
高

を
20
億
円
、
将
来
負
担
比
率

を
45
・
５
パーセント
と
掲
げ
て
い
る

が
、
達
成
で
き
る
の
か
。

　
　

今
後
も
大
型
・
臨
時
事

業
が
続
く
見
込
み
だ
が
、
終

了
し
た
後
は
、
再
び
、
将
来

に
向
け
て
財
政
調
整
基
金
に

必
要
な
額
を
積
み
立
て
た
い
。

将
来
負
担
比
率
は
、
達
成
で

き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
今

後
も
財
政
の
確
保
と
健
全
財

政
の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

　
　

南
六
呂
師
区
に
お
い 

て
、
緊
急
時
に
光
害
対
策
の 

外
灯
で
は
足
元
が
不
安
だ
と 

の
声
が
あ
る
が
、
市
の
対
応 

は
。

　
　

防
犯
や
緊
急
時
の
暗
闇 

が
心
配
さ
れ
る
場
合
、
光
害 

対
策
の
外
灯
を
増
設
す
る
こ 

と
は
可
能
で
あ
り
、
令
和
６

年
度
中
は
補
助
金
が
あ
る
。

　
　

再
開
し
２
年
目
を
迎
え 

る
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ
に 

の
今
後
の
方
針
を
問
う
。

　
　

運
営
協
議
会
と
の
連
携 

を
密
に
し
、
情
報
発
信
や
適

切
な
施
設
管
理
に
努
め
る
。

　

本
施
設
整
備
に
は
中
山
間

地
域
農
村
活
性
化
の
補
助
金

交
付
を
受
け
て
い
た
が
、
本

年
６
月
以
降
に
使
用
方
法
の

制
限
が
解
除
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
。

　

解
除
後
は
、
新
た
な
事
業

が
実
施
で
き
る
よ
う
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　

本
施
設
は
地
域
お
こ
し 

協
力
隊
も
活
用
す
る
予
定
と 

聞
い
て
い
る
が
ど
う
か
。

　
　

内
容
は
確
認
中
だ
が
、

再開し2年目を迎えるスターランド
さかだにの今後の方針を問う

令和6年度当初予算案がここまで大きく
なった理由は

も
え
ぎ
会 

　
木き

戸ど

屋や

八や

代よ

実み

　
議
員

大
野
市
民
の
会

　
笹さ

さ

山や
ま

　
晃あ

き

一か
ず

　
議
員

本年６月以降の使用方法の制限解除後は、新たな
事業が実施できるよう関係機関と協議していく

ビュークリーンおくえつや小中学校の改修など、
大型事業の実施のため

問問問

問

一
般
質
問

一
般
質
問

答

答答答

答答

答 問

問問

政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています。



11 令和６年４月　おおの議会だより

家
と
し
て
の
功
績
は
、
大
阪

市
の
社
会
福
祉
法
人
博
愛
社

を
中
心
に
今
も
全
国
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
と
認
識
し

て
お
り
、
市
で
は
郷
土
が
生

ん
だ
偉
人
の
一
人
と
し
て
そ

の
功
績
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

市
民
の
動
き
と
し
て
は
、

「
う
た
子
の
会
」
が
あ
り
、

ま
た
生
誕
碑
は
昭
和
34
年
に

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
設
置

し
て
お
り
、
今
後
も
保
存
に

対
し
て
理
解
を
求
め
て
い

く
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
捉
え
て
市
民
へ
の
周
知
と

来
訪
者
へ
の
発
信
を
行
う
。

　
　

林
歌
子
は
元
治
元
年
代

官
町
（
現
在
の
水
落
町
）
に

生
ま
れ
、
２
歳
で
母
を
亡
く

し
祖
母
と
教
育
熱
心
な
父
に

育
て
ら
れ
、
明
治
10
年
女
子

師
範
学
校
に
入
学
。
翌
11
年

明
治
天
皇
北
陸
巡
幸
の
折
、

大
隈
重
信
の
前
で
講
義
を

行
っ
た
。
明
治
13
年
大
野
の

小
学
校
に
赴
任
後
、
結
婚
す

る
も
、
そ
の
後
離
婚
や
子
を

亡
く
す
な
ど
の
悲
嘆
の
中
、

勉
学
の
た
め
に
大
野
を
離
れ

る
。
し
か
し
故
郷
を
思
い
、

市
内
の
学
校
や
幼
稚
園
等
で

の
講
演
活
動
の
た
め
幾
度
も

帰
省
し
て
い
る
。
ま
さ
に
大

野
市
教
育
理
念
に
あ
る
進
取

の
気
象
に
富
ん
だ
女
性
で
あ

る
。

　

水
落
町
に
あ
る
林
歌
子
の

生
誕
碑
の
保
護
と
活
用
、
そ

の
功
績
や
魅
力
を
郷
土
の
宝

と
し
て
発
信
で
き
な
い
か
。

　
　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

て
孤
児
の
救
済
や
女
性
の
地

位
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
林
歌

子
の
当
時
の
活
動
は
目
覚
ま

し
く
、
教
育
者
、
社
会
事
業

林歌子の功績や魅力を郷土の宝として
発信してはどうか
郷土の偉人の一人である林歌子について、市民へ
の周知と来訪者への発信を行っていく

問
も
え
ぎ
会 

　
梅う

め
ば
や
し林

　
厚あ

つ

子こ

　
議
員

答

　
　

主
に
防
火
水
槽
や
消
火

栓
の
ほ
か
、
河
川
や
用
水
路

な
ど
の
自
然
水
利
が
あ
る
。

人
が
住
む
地
域
を
区
画
分
け

し
、
区
画
ご
と
の
消
防
水
利

の
有
無
に
よ
り
充
足
率
と
し

て
表
し
て
い
る
。
令
和
４
年

４
月
１
日
時
点
、
必
要
区
画

数
９
２
８
に
対
し
て
５
５
２

区
画
に
消
防
水
利
が
整
備
さ

れ
、
充
足
率
は
59
・
５
㌫
。

　
　

積
雪
時
に
は
、
細
い
用

水
路
の
水
量
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
消
火
活
動
に
支
障
は
な

い
の
か
。

　
　

用
水
路
な
ど
の
自
然
水

利
は
投
雪
に
よ
り
使
用
で
き

な
い
場
合
が
多
く
、
防
火
水

槽
や
消
火
栓
の
管
理
が
特
に

重
要
に
な
る
。
自
然
水
利
は

日
々
水
量
が
変
動
す
る
こ
と

か
ら
、
職
員
が
朝
・
夕
の
２

回
、
市
街
地
を
巡
回
し
主
な

水
路
の
水
量
を
調
査
し
、
火

災
出
動
時
の
水
利
情
報
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。
今
後
も

消
防
水
利
の
維
持
管
理
に
万

全
を
期
し
て
い
く
。

　
　

当
初
予
算
基
本
方
針
に

あ
る
積
極
的
な
企
業
誘
致
の

推
進
と
創
業
支
援
、
多
様
な

働
く
場
の
創
出
と
は
。

　
　

物
流
関
連
産
業
や
製
造

業
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
な
ど
、

本
年
度
を
上
回
る
数
の
企
業

と
面
談
し
、
誘
致
活
動
を
実

施
し
て
い
く
。
創
業
支
援
に

つ
い
て
は
、
相
談
窓
口
や
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
ま
ち
な
か

の
空
き
店
舗
や
空
き
地
、
共

同
店
舗
へ
の
出
店
補
助
、
創

業
資
金
借
り
入
れ
へ
の
利
子

補
給
な
ど
の
支
援
に
加
え
、

結
の
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業
に

よ
り
、
多
様
な
雇
用
と
働
く

場
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　
　

福
井
大
学
や
県
立
大
学

に
対
し
、
社
会
福
祉
学
部
や

農
学
部
創
設
な
ど
を
働
き
掛

け
て
は
。

　
　

企
業
誘
致
に
似
た
発
想

と
理
解
す
る
。
機
会
が
あ
れ

ば
、
本
市
に
誘
致
す
る
方
向

へ
持
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
。

　
　

本
市
の
消
防
水
利
の
現

状
は
。

大学の学部創設に対する働き掛けの考えは

企業誘致に似た考え。機会があれば、本市に誘致
する方向へ持っていきたい

問
大
野
市
民
の
会 

　
岸き

し

　も
と本

　
一か

ず

　と
し敏

　
議
員

答問問 答

一
般
質
問

問答 答

政治家がお中元やお歳暮を出すことは禁止されています。

林歌子生誕碑
（水落町）

林歌子
生没年1864〜1964
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光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
業
務
運
営

を
見
据
え
、
関
係
者
と
十

分
協
議
の
上
、
結
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
内
の
事
務
所
と
の
統
合
に

向
け
て
検
討
さ
れ
た
い
。

文
化
会
館
の
あ
り
方
検
討

◎
理
事
者
の
説
明 

　

現
敷
地
で
の
新
築
案
、
駅

東
公
園
で
の
新
築
案
、
結
と

ぴ
あ
の
増
築
案
、
図
書
館
の

増
築
案
に
つ
い
て
、
概
算
事

業
費
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
調
査
の
結
果
を
基
に
、
文

化
会
館
あ
り
方
検
討
委
員
会

で
協
議
し
、
秋
ご
ろ
に
意
見

を
取
り
ま
と
め
る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

調
査
結
果
等
は
、
当
委
員

会
に
も
示
さ
れ
た
い
。

国
民
健
康
保
険
の
課
税
額
等 

の
改
定

 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

令
和
５
年
度
の
被
保
険
者

の
数
と
所
得
を
ベ
ー
ス
に
比

較
し
た
場
合
、
１
人
当
た
り

の
保
険
税
額
の
平
均
は
、
年

間
４
２
０
５
円
増
加
す
る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

お
お
の
ヘル
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
な
ど
、
こ

れ
ま
で
も
医
療
費
の
適
正
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、

国
保
財
政
を
健
全
化
す
る
た

め
に
は
、
税
額
等
の
改
定
が

必
要
で
あ
る
旨
を
市
民
に
伝

え
ら
れ
た
い
。

結
の
故
郷
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー 

ト
チ
ー
ム  

◎
理
事
者
の
説
明 

　

令
和
５
年
度
実
績
は
、
相

談
会
を
９
回
開
催
し
、
11
事

業
者
か
ら
商
品
開
発
や
イ
ベ

ン
ト
企
画
、
事
業
拡
大
な
ど

の
相
談
を
受
け
、
継
続
的
に

支
援
し
た
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

相
談
・
支
援
の
結
果
、
各

事
業
者
で
ど
の
程
度
の
売
り

上
げ
増
加
に
つ
な
が
っ
た
か
を

成
果
と
し
て
報
告
さ
れ
た
い
。

▼
く
ら
し
産
業

（
◎
猪
嶋
、○
伊
東
、笹
山
、白
﨑
、  

 

林
、山
崎
、葊
田
、梅
林
）

元
町
会
館
の
指
定
管
理
者
の 

指
定 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

指
定
管
理
者
を
引
き
続

き
、
元
町
会
館
運
営
委
員
会

と
し
、
指
定
管
理
期
間
を
令

和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

９
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
カ

年
と
す
る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

指
定
管
理
者
に
対
し
、
管

理
範
囲
を
明
確
に
し
て
指
定

さ
れ
た
い
。

　

当
該
施
設
に
お
け
る
越
前 

お
お
の
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
使

用
す
る
部
分
は
、
今
後
の
観

常
任
委
員
会
審
査
報
告

大野市元町会館

結の故郷ビジネスサポートチーム
が相談を受け実施されたイベント

重機パークin越前おおの

政治家が所有する財産を無償で貸し付けることは禁止されています。

　本会議をインター
ネットで録画配信し
ています。大野市の
ホームページからア
クセスできますので、
ぜひご覧ください。
　スマートフォンによる視聴は、通信事業者か
ら高額な料金請求がくる場合がありますのでご
注意ください。

傍聴可能委員会　・常任委員会
　　　　　　　　・特別委員会

申し出方法　　　・申し出書を議会事務局に提出
　　　　　　　　・議会開会日から受け付け
　　　　　　　　・申し出書は自署する場合、
　　　　　　　　　押印不要

　※ただし、入室できる人数に限りがあるため、
　　先着順で受け付ける場合があります。

　議会改革の取り組みの一つとして、議会活動の見える化を目指し、議会だよりNo.２２８
から紙面をリニューアルします。

読みやすくするためのポイント
  ●数字や英字を読みやすくするため、横書きにします。
  ●横書きレイアウトに合わせて、左綴じにします。
  ●一般質問などの記事の文字を大きくします。

インターネット放映

議会だよりをリニューアル

委員会の傍聴ができます！
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修
に
お
い
て
は
、
実
施
設
計

の
段
階
で
十
分
な
確
認
と
、

経
費
の
削
減
を
検
討
さ
れ
た

い
。

所
管
調
査 

　

陽
明
中
学
校
長
寿
命
化
改

良
（
統
合
）
工
事
に
つ
い
て
、

整
備
状
況
を
現
地
で
確
認
し

た
。 

大
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一 

部
を
改
正
す
る
条
例
案 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

介
護
保
険
法
等
の
一
部
改 

正
に
伴
い
、
介
護
保
険
料
の

基
準
額
の
月
額
を
引
き
下

げ
、
低
所
得
者
に
配
慮
し
、

所
得
段
階
区
分
を
現
行
の 

10
段
階
か
ら
13
段
階
に
改
め

る
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
段

階
区
分
が
第
10
段
階
以
上
と

な
る
約
３
パーセント
の
高
所
得
者
の

負
担
が
増
え
る
一
方
で
、
第

３
段
階
ま
で
の
約
24
パーセント
の
低

所
得
者
の
負
担
は
軽
減
さ
れ

る
。

◎
委
員
の
意
見 

　

介
護
保
険
料
を
支
払
っ
て

も
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
受
け
入
れ
体
制
が
整
っ
て

い
な
い
た
め
十
分
な
支
援
が

受
け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
こ

と
が
な
い
よ
う
、
介
護
に
携

わ
る
人
材
の
確
保
と
処
遇
改

善
に
つ
い
て
、
国
な
ど
に
働

き
掛
け
ら
れ
た
い
。

学
校
体
育
施
設
の
オ
ン
ラ
イ 

ン
予
約 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

福
井
県
電
子
自
治
体
推
進

協
議
会
施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
学
校
体
育
施
設

の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
を
３
月

１
日
か
ら
開
始
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、 

施
設
利
用
申
し
込
み
と

同
時
に
使
用
料
が
発
生
し
、

学
校
行
事
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

雨
天
等
に
よ
り
使
用
で
き
な

い
と
き
な
ど
の
理
由
以
外
で

の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
原
則
認

め
な
い
こ
と
と
し
た
こ
と
か

ら
、
適
切
な
施
設
の
予
約
と

利
用
が
見
込
ま
れ
る
。

◎
委
員
の
意
見 

　

利
用
者
に
対
し
、
予
約
手

続
き
の
方
法
を
周
知
徹
底
さ

▼
総
文
厚
生

（
◎
葊
瀬
、〇
岸
本
、帰
山
、木
戸
屋
、 

 

野
村
、髙
田
、堀
田
、髙
岡
）

学
校
改
修
工
事 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

開
成
中
学
校
及
び
陽
明
中 

学
校
で
確
認
さ
れ
た
老
朽
化 

に
起
因
す
る
外
壁
劣
化
等
へ

の
対
応
と
し
て
、
令
和
６
年

度
に
予
定
さ
れ
て
い
た
体
育

館
の
改
修
を
延
期
し
、
そ
の

分
の
予
算
を
こ
の
改
修
経
費

に
充
て
る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

改
修
工
事
に
係
る
実
施
設

計
業
務
で
の
確
認
が
甘
く
、

改
修
が
遅
れ
る
体
育
館
の
安

全
性
が
憂
慮
さ
れ
る
。

　

今
後
予
定
す
る
小
学
校
改 

れ
た
い
。

大
野
市
民
俗
資
料
館 

◎
理
事
者
の
説
明 

　

年
末
年
始
と
館
内
整
理
期 

間
に
の
み
休
館
と
し
て
い
た 

が
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
毎

週
月
曜
日
も
休
館
と
す
る
。 

◎
委
員
の
意
見 

　

本
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い 

て
、
来
館
者
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
継
続
し
て
検
討

さ
れ
た
い
。 

政治家が会費制でない会合で飲食代相当額を会費として支払うことは禁止されています。

　どなたでも、市政についての要望などを、請願書や陳
情書として市議会に提出することができます。
　請願書・陳情書ともに様式に特別の定めはありません。
　定例会初日の午後５時までに提出しますと、その定例
会で審議することとなっています。
　次の事項を記載して、提出してください。
①請願・陳情の趣旨（具体的に） 
②提出年月日、提出者の住所・氏名（署名又は記名押印）
③請願書の場合は、紹介議員の署名（1人でよい） 
　詳しくは、議会事務局へ問い合わせてください。
 （☎0779-64-4830）

　本会議の会議録は、図書館や議会図書室で閲覧できる
ほか、大野市ホームページでも公開します。また、各委
員会の会議録は、情報公開制度によって、公開を求める
ことができます。
　ただし、会議録の調整に、一定期間を要します。なお、
印刷物が必要な場合はコピー代がかかります。
　詳しくは、議会事務局へ問い合わせてください。
 （☎0779-64-4830）

請願書・陳情書の提出方法

会議録の公開

陽明中学校の改修

学校体育施設

大野市民俗資料館

改修された普通教室
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予 算 特 別 委 員 会 報 告
総　括　質　疑

（◎山崎、〇林、議長を除く議員）

【タクシー助成制度】  
◎委員の質疑
　福祉タクシー及び高齢者外出支援タクシーの
利用料金助成の拡充、乗り合いタクシーの会員
制度創設により、どのような効果を期待してい
るのか。
◎理事者の答弁
　障がい者、高齢者や免許返納者など、移動に
困っている人に手厚い外出支援をするととも 
に、タクシー利用の需要を促し、タクシー事業 
者に対し側面から支援を行う。

【人口減少対策】  
◎委員の質疑
　国立社会保障人口問題研究所が公表した2050
年までの地域別推計人口では、本市は県内６番
目から８番目の人口になり、生産年齢人口の減
少割合は、県内９市で最下位となると予測され
ている。令和６年度予算における人口減少対策
は。
◎理事者の答弁
　北陸新幹線の開業、令和８年春の中部縦貫自
動車道大野油坂道路開通という100年に一度の
チャンスを最大限生かせるよう、高付加価値商
品の開発支援や、ビジネスプランの提案者と実
行者のマッチングによる新たなビジネスの創出
などに取り組む。
　また、若者が本市で希望を持って結婚や妊娠、
出産、子育てをすることができるよう、「大野で
すくすく子育て応援パッケージ」の推進や屋内
型子どもの遊び場の整備に取り組む。

【結ステーション駐車場の有料化】  

◎委員の質疑
　結ステーションの駐車場有料化において、市
民や屋内型子どもの遊び場利用者の負担をどの
ように考えているか。
◎理事者の答弁
　令和６年度は利用実態調査を行い、料金シス
テム設備を設置し、料金体系や割り引きの仕組
みなどを検討する。令和７年度で最適な料金を
設定するための試験運用を進める。
　駐車場利用は有料を基本とするが、短時間駐
車の場合、屋内型子どもの遊び場など周辺施設
を利用する場合、中心市街地で買い物をする場
合など、想定される事案を洗い出し、料金の在
り方や駐車場の管理・運営方法などを決定して 
いく。

【企業誘致の推進】  
◎委員の質疑
　市ではどの程度の規模で、どのような企業の
誘致を想定しているのか。
◎理事者の答弁
　企業誘致活動においては、働く人にとって魅
力ある企業の誘致に努めている。製造・物流業
で柔軟な勤務時間やリモートワークなどの働き
方を重視した企業、最新の人工知能や自動化技
術を活用し業務の効率化を図る企業、キャリア
開発などスキルを磨きながら意欲的に働ける環
境を整えているIT関連企業など、さまざまな企
業に誘致活動を行っている。

結ステーション駐車場

屋内型子どもの遊び場の内観イメージ

政治家は答礼のための自筆によるものを除き、年賀状等の挨拶状を出すことが禁じられます。
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６月市議会定例会のお知らせ
　市議会の本会議は、誰でも傍聴す
ることができます。傍聴を希望する方
は、議会事務局（３階）で受け付けを
済ませてから、傍聴席（Ｒ階）にお入
りください。
　本会議と常任委員会は、午前10時
の開会を予定しています 。
　中部縦貫自動車道等交通対策特
別委員会は午前10時開会、こども政
策・公共施設等改革特別委員会は午
後１時開会を予定しています。
　５月27日の予算特別委員会は本
会議終了後に、6月13日の予算特別
委員会は午前10時の開会を予定して
います。
　日程や会議時間は、予定のため変
更になる場合があります。詳しくは、
議会事務局へ問い合わせてくださ
い。（☎ 0779−64−4830）

日 月 火 水 木 金 土
５/26 27 28 29 30 31 ６/1

本会議
（開会）

特別委員会
（予算）

議案調査 議案調査 議案調査 議案調査

2 3 4 5 6 7 8

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任委員会
（くらし産業）
特別委員会

（予算分科会）

常任委員会
（総文厚生）
特別委員会

（予算分科会）

委員会予備日

9 10 11 12 13 14 15

委員会予備日 委員会予備日 委員会予備日 特別委員会
（予算）

特別委員会
（中部縦貫自動車

道等交通対策）
（こども政策・

公共施設等改革）

16 17 18 19 20 21 22

委員会予備日 委員会予備日 本会議
（閉会）

予 算 特 別 委 員 会 報 告

中部縦貫自動車道等交通対策
   特別委員会報告

こども政策・公共施設等改革
   特別委員会報告

くらし産業分科会 総文厚生分科会
（◎猪嶋、○伊東、笹山、白﨑、林、山崎、葊田、梅林）

（◎林、〇岸本、帰山、山崎、髙田、梅林、髙岡） （◎伊東、○笹山、猪嶋、白﨑、木戸屋、葊瀬、野村）

（◎葊瀬、〇岸本、帰山、木戸屋、野村、髙田、堀田、髙岡）

【クラウドファンディングで叶える地域のみらい
応援事業】  
　市民の主体的活動の促進などにより、地域課
題の解決や地域の魅力向上を目指すものである。
◎委員の意見
　市制施行７０周年を契機に、関係部署と連携し、
ふるさと納税やガバメントクラウドファンディ
ングを積極的に活用しながら、大野ファンを増
やしていかれたい。

【越前おおの水のがっこう管理運営経費】  
◎委員の意見
　本願清水イト
ヨの里の活用と
併せて、運営経
費の削減を念頭
に、水のがっこ
うの在り方を検
討されたい。

【中部縦貫自動車道の除雪体制】  
　12月22日に荒島ＩＣ・九頭竜ＩＣ間が大雪に伴
う予防的通行止めにより集中除雪がなされた。
　国道１５８号の蕨生から東市布間も通行止めを
して除雪作業が行われたことにより、この間の
和泉地区との往来ができない状況となった。
◎委員の意見
　スクールバスの運行をはじめ、市民の生活に
支障を来すことがないよう、道路管理者に対し、
万全の除雪体制を求められたい。

【公共施設の適切な管理運営】  
◎理事者の説明
　公共施設の再編をさらにスピード感を持って
進めることができるよう、財政経営課内に課内
室を設置し、公共施設再編の進

しんちょく

捗管理や調整機
能を強化し、各部局が担当する案件を着実に進
めていきたい。
◎委員の意見
　新設される課内室による支援がしっかりと行
われ、再編計画の確実な進捗が図られることを
期待する。

政治家の選挙区内の者への寄付は、一部の例外を除き罰則をもって禁止されています。

越前おおの水のがっこう
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全会一致で可決・承認・同意・趣旨採択とした議案等
令和６年３月第４３８回定例会　議案等の審議結果及び各議員表決

議案番号 議決結果 議案名

市
長
提
出
議
案

3 可決 令和６年度大野市和泉診療所事業特別会計予算案

4 可決 令和６年度大野市後期高齢者医療特別会計予算案

5 可決 令和６年度大野市介護保険事業特別会計予算案

6 可決 令和６年度大野市水道事業会計予算案

7 可決 令和６年度大野市簡易水道事業会計予算案

8 可決 令和６年度大野市下水道事業会計予算案

10 可決 令和５年度大野市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第２号）案

11 可決 令和５年度大野市和泉診療所事業特別会計補正予算
（第２号）案

12 可決 令和５年度大野市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）案

13 可決 令和５年度大野市介護保険事業特別会計補正予算
（第３号）案

14 可決 令和５年度大野市農業集落排水事業特別会計補正予
算（第３号）案

15 可決 令和５年度大野市水道事業会計補正予算（第２号）
案

16 可決 令和５年度大野市簡易水道事業会計補正予算（第２
号）案

17 可決 令和５年度大野市下水道事業会計補正予算（第２号）
案

18 可決 大野市公共施設等総合管理基金設置条例案

20 可決 大野市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条
例等の一部を改正する条例案

23 可決 大野市立学校設置条例の一部を改正する条例案

24 可決 大野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例案

議案番号 議決結果 議案名

市
長
提
出
議
案

25 可決 大野市母子家庭等医療費の助成に関する条例の一部
を改正する条例案

28 可決
大野市指定介護予防支援等の事業に関する基準を定
める条例及び大野市地域包括支援センターの包括的
支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例案

30 可決 大野市立農村集落多目的共同利用施設設置条例の一
部を改正する条例案

31 可決
大野市下水道事業の設置等に関する条例及び大野市
農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例案

32 可決 大野市消防手数料条例の一部を改正する条例案

33 可決 大野市学校給食センター設置条例を廃止する条例案

34 可決 笛資料館設置条例を廃止する条例案

36 可決 大野市営大納ハイツ設置条例を廃止する条例案

37 可決 大野市過疎地域持続的発展計画の変更について

38 承認 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度
大野市一般会計補正予算（第８号））

39 同意 固定資産評価審査委員会委員の選任について

40 同意 人権擁護委員候補者の推薦について

41 同意 人権擁護委員候補者の推薦について

42 同意 人権擁護委員候補者の推薦について
89
継続 可決 指定管理者の指定について（大野市元町会館）

市
会
案

1 可決 鳥獣害防止対策の強化を求める意見書について
陳
情 1 趣旨

採択 最低賃金の大幅な改善を求める陳情書

議長（堀田昭一）は採決に加わらないので「／」で表示。議案に賛成〇、反対×。

各議員の表決が分かれた議案

議員名（議席番号順）

議案番号・議案名

議
決
結
果

笹
山
晃
一

帰
山
寿
章

猪
嶋
清
文

岸
本
一
敏

白
﨑
貴
之

木
戸
屋
八
代
実

林　

順
和

葊
瀬
浩
司

伊
東
由
起
恵

山
崎
利
昭

野
村
勝
人

髙
田
育
昌

葊
田
憲
徳

堀
田
昭
一

梅
林
厚
子

髙
岡
和
行

市
長
提
出
議
案

1 令和６年度大野市一般会計予算案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

2 令和６年度大野市国民健康保険事業特別会計予算案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

9 令和５年度大野市一般会計補正予算（第９号）案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

19 大野市バス運行事業に関する条例の全部を改正する条例案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

21 大野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

22 大野市手数料条例の一部を改正する条例案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

26 大野市介護保険条例の一部を改正する条例案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／ 〇 ×

27 大野市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関
する条例の一部を改正する条例案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

29
大野市指定地域密着型サービスに関する基準を定める条例及び
大野市指定地域密着型介護予防サービスに関する基準を定める
条例の一部を改正する条例案

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

35 大野市中小企業退職金共済制度加入促進補助金交付条例を廃止
する条例案 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ／ 〇 〇

議会だより編集委員会
委員　梅　林　厚　子

岸　本　一　敏
伊　東　由起恵
山　崎　利　昭

編 集 後 記

※次回は、７月下旬の発行
　を予定しています。

　本年度から中学校が２校になりました。１カ月を過ぎようとする今、
市内には８台のスクールバスが登下校時に活躍してくれています。

　行きは「いってらっしゃい」と一日の無事を願い、帰りは「おかえり」と一日の労をねぎら
い、運転手さんと共にバスも最長３年間の縁（えにし）を共にすることでしょう。
　長きにわたり経緯を見てきた者として、中学校の統廃合が子どもたちにとって前途洋々た
る教育環境になることを願ってやみません。大野市の大切な大切な子どもたちを温かく見守
りつつ、政治家としての責任と、「一張一弛は人道の常」として、これからも皆さまの暮らしの
声を市政に反映して参りたいと思います。（座長　梅林厚子）


